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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月15日(2016.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
耐熱性フィルムの製造方法であって、温度１００～２００℃に予熱された予熱ロールに、
結晶性熱可塑性樹脂フィルムを、連続的に１．０秒以上抱かせる工程；を含む方法。
 
【請求項２】
上記予熱ロールにおける上記結晶性熱可塑性樹脂フィルムの抱き角が１３５度以上である
ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
 
【請求項３】
上記予熱ロールの半径が１８０ｍｍ以上であることを特徴とする請求項１又は２に記載の
方法。
 
【請求項４】
上記結晶性熱可塑性樹脂フィルムが一般社団法人日本有機資源協会の定義するバイオマス
プラスチックのバイオマス割合が１０質量％以上である請求項１～３の何れか１項に記載
の方法。
 
【請求項５】
上記結晶性熱可塑性樹脂フィルムがポリブチレンテレフタレート系フィルムである請求項
１～４の何れか１項に記載の方法。
 
【請求項６】
化粧フィルムの製造方法であって、
請求項１～５の何れか１項に記載の方法により耐熱性フィルムを生産する工程；
上記工程で生産された耐熱性フィルムを使用する工程；
を含む方法。
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【請求項７】
ポリブチレンテレフタレート系耐熱性フィルムであって、温度３０～１２０℃の熱変形率
（α）が－３．０～３．０％であることを特徴とする耐熱性フィルム。
 
【請求項８】
一般社団法人日本有機資源協会の定義するバイオマスプラスチックのバイオマス割合が１
０質量％以上であることを特徴とする請求項７に記載の耐熱性フィルム。
 
【請求項９】
請求項７又は８に記載の耐熱性フィルムを含む化粧フィルム。
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